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人参養栄湯 に よ り陰陽虚実の ス コ ア の 逆転 ととも に

腫痩マ ー カ ー の 改善がみ られ た原発性肺癌の 一 症例
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【目的】人参養栄湯 は従来、大病後 の体力減退 （陰 ・ 虚証 を 目標） に用 い られ 、 最近で は

骨髄造血系の 促進作用や免疫賦活効果が 報告 され て い る 。 我々 は 、こ れ を高齢肺癌患者 に

用い 、 陰陽虚実の 診断基準の ス コ ア と腫瘍マ ーカ ーの 変化を調 べ 、関連性を検討 した 。

【対象】77歳女性 。 身長 153cm体重46kg。 1993年 、
　 CT に て 左 上 区 に Stage 皿 の 原 発性肺

癌 （T 、N 。 Mx ）が発見され化学療法を行 っ た
。 軽度の 咳 と痰の 他に は特記すべ き現症 ・ 既

往歴 は なか っ た 。 1995年 、 左舌区胸膜 に 接す る腫瘤 （径約 1cm）を発見 、全 て の 薬剤を 中

止 。 1996年 よ り人参養栄湯 （N108 コ タ ロ ー人参養栄湯 エ キ ス 細粒 、 以 下 N108 ） 15　g ／日

を投与 し、投与前、投与 2 日後 、 4 日後 、 1週間後 、 2週間後 、 7週間後に腫瘍 マ ーカ ー

（CEA ，
　 AFP ，　 CA19−9，　 CYFRA ）の測定 と陰陽虚実の 診断基準 （寺澤）の ス コ ア 1丿 ン グ

と CT 撮影を行 っ た 。

【成績】 CEA ，
　 CA19 −9の 値は 、 投与前で は順 に 14．6ng／ml ，55．　OU／ml で 1 週間後 まで は

ほ ぼ 変化 は なか っ たが 、 2週間後で 14．8ng／旧 1，48．5U／m1 、 7週間後で 11．3ng／ml ， 39．2

U／ml と低
『
ドして きた 。

　 AFP と CYFRA は変動 しなか っ た。

一
方 、 陰陽及び虚実 の 診 断基

準の ス コ ア は 、 投与前で は順に
一5，− 12．5で 1 週間後 まで はや は り変 化は な か っ たが 、

2 週間後 で ＋ 10，＋ 15、 7 週間後で は ＋ 12．5， ＋ 17．5とな り、 陰陽 。虚実 と もス コ ァ が 負

か ら正 へ 逆転 した 。 CT に て 腫瘍 の 増大 は なか っ た。 食欲 も増 加 し、体重 は 7 週 間後 で

52kgま で 増加 した 。

【考察】胸膜 へ の 転移 と CYFRA の 変動が な い こ とか ら腺癌 が推 測 され るが 、　CEA と

CA19−9 （特に後者） と陰陽虚実の ス コ ア の 変化との 間に 関連が ある可能性 が考え られ る 。

こ の よ うな悪性腫 瘍罹患者に お い て も、 陰陽虚実の r証 」 の ス コ ア 値 の 確認 の もとに

N108 の よ うな免疫賦活効果を有す る漢方薬を用 い る と、有意な延命効果が 期待で き る と

思わ れ る。

【結論】原発性肺癌で は 、 陰陽虚実 の 「証」の ス コ ア の 確認の上で 人参養栄湯を使用する

こ とで 、CEA な どの腫瘍 マ ーカ ーの 改善 さら に延命効果が期待で きると思わ れる 。
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